
親密な⼆⼈の姿を描く「I and You」、⾵景から⾊や形などの要素を
抽出した「a scene」など、⾼度に抽象化されたモチーフをベースに、

ラッカースプレーなどを⽤いた唯⼀無⼆の空気感を放つ絵画が注⽬を
浴びている。作品の中で⼈や物を分つそれぞれの線は曖昧に描かれて
おり、具象と抽象のあいだを揺れ動くようなイメージを特徴とし、そ
のおぼろげな境界線はどれだけ寄り添っても触れることのできない物
事の核⼼のように、⾃⼰と他者の関係性を浮き彫りにしている。
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